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「地下の研究現場から」第24回－地下水の水質・水圧モニタリング
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　地下深くにある地下水の中には、酸素がほとんど含まれていないため、金属がさびにくく、また、
地下水の動きが極めて遅い状態にあります。一方で、幌延深地層研究センターの地下施設のような
場所では、地下に坑道を掘った際、坑道周辺の地下水に坑道から酸素が入り込んでしまう可能性が
あります。地下水に酸素が入り込むと、人工バリアの一つである金属製のオーバーパックがさびや
すくなったり、物質が地下水中を移動しやす
くなったりすることが想定されます。そのた
め、坑道を掘った際に、周りの水質や水圧に
どのような変化が生じるか長期的に観測する
必要があります。
　幌延深地層研究センターでは、深度140m
・250m・350ｍの調査坑道からボーリング孔
（長さ数十ｍ程度）を掘って、地下水の水質
や水圧を観測するための機器を設置していま
す。観測区間は、水で膨らませるパッカーと
呼ばれる栓（ゴム製で風船のように膨らむ仕
組み）で区切られており、地下水が空気に触
れないように、水質や水圧を観測することが
できます（図１）。この観測装置を使って、
長期的なモニタリングを実施した結果、坑道
周辺の地下水には酸素が入り込んでいないこ
とがわかりました。また地下水の採水作業に
よって、地下水が酸素と触れて一時的に水質
が変わっても、微生物や鉱物と反応すること
で、短期間のうちに水質が元の酸素の少ない
状態に戻ることが明らかになっています（図
２）。
　金属は、酸素と水の両方が存在するとさび
やすくなります。今回得られた結果は坑道を
掘削した後も、酸素が少ない状態が保たれる
ものでした。このため、金属がさびにくい環
境が地下にあることがわかりました。

　私たちの行っている研究について、広くご理解いただくために幌延町広報誌「ほろのべの
窓」の誌面をお借りして町民の皆さまをはじめ、ご愛読者さまに研究内容についてご紹介さ
せていただきます。
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図1　観測装置の概要

図2　長期モニタリングの測定結果
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